
能
登
半
島
地
震
救
援

当
日
は
昼
間
の
温
か

さ
が
一
変
し
た
北
風
が
吹

天
理
時
報
で
も
毎
回
能
登
半
島
地
震

く
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、

の
災
救
隊
の
活
動
が
報
道
さ
れ
て
い

調
布
駅
周
辺
を
神
名
流
し

ま
す
が
、
当
教
区
に
も
今
回
、
全
体

・
路
傍
講
演
を
勇
ん
で
行

会
議
の
席
に
て
、
教
区
長
先
生
よ
り

い
ま
し
た
。

本
部
災
救
隊
よ
り
正
式
に
第

次
隊

10

駅
前
広
場
は
工
事
中
で
何
時
も

と
し
て
出
動
要
請
を
受
け
た
と
の
報

の
場
所
に
変
え
て
路
傍
講
演
中
、

告
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
通
行
人
に
か
ら
ま
れ
る
こ
と

日
程
等
は
、
２
月

～

日
、
輪
島

14

17

が
あ
り
ま
し
た
。

市
、
内
容
は
炊
出
し
で
、
８
～

人
10

次
回
は
３
月
１
日
（
金
）
午
後

を
支
部
隊
長
を
中
心
に
組
み
ま
す
。

７
時
府
中
調
布
駅
周
辺
で
す
。
ど

こ
の
救
援
活
動
は
今
後
も
引
き
続
き

う
ぞ
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

行
う
予
定
で
す
が

こ
の
資
金
は

災

、

「

致
し
ま
す
。

害
た
す
け
合
い
募
金
」
か
ら
拠
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
石
川
教
区

２
月

本
薫
分
教
会

に
も
義
援
金
を
送
っ
て
い
る
事
に
よ

３
月

京
王
都
分
教
会

り
残
高
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の

４
月

本
多
摩
分
教
会

で
是
非
「
災
害
た
す
け
合
い
募
金
」。

５
月

神
調
分
教
会

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

６
月

東
府
中
分
教
会

石
川
教
区
の
特
に
被
害
の
大
き
い
能

７
月

四
谷
分
教
会

登
支
部
で
は
教
会

ヶ
所
中

ヶ
所

29

26

８
月

日
東
紀
分
教
会

が
被
害
を
受
け
、
１
ヶ
所
不
明
。
全

９
月

神
代
分
教
会

壊

、
半
壊
４
、
一
部
損
壊
８
ヶ
所

14

月

上
原
分
教
会

と
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

、
。

10

支
部
の
支
援
状
況

月

府
中
分
教
会

11
月

武
蔵
府
中
分
教
会

当
支
部
で
は
先
月
の
支
部
例
会
席
上

12

で
義
援
金
の
話
題
が
出
さ
れ
出
席
者

か
ら
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま
す
。
特
に
こ

依
存
症
を
学
ぶ
ー
基
礎
知
識
と

◎
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

①
支
部
会
計
よ
り

万
円
を
天
理

れ
か
ら
新
学
期
な
ど
に
勧
誘
の
危

お
た
す
け
ー

３
／

(

日)

10

17

教
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ア
ー

険
が
増
大
し
ま
す
の
で
充
分
に
気

３
月

日
～

日

募
集

名

費
用

26

29

120

ス
｝
に
寄
付
。

を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
（
弁

１
万
６
千
円

＊
参
加
者
募
集
の
た

②
支
部
内
教
会
か
ら
の
寄
付

万

護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
）
毎

め
の
教
会
周
り
を
行
う
予
定
で
す
。

第

回
東
京
わ
か
ぎ
塾(

中
学
生
練

35

15

円
を
石
川
県
に
。

５
月

・

日
於
教
区

月
４
日
（
原
則
）
午
後
１
時
～
申

成
会
）

18

19

以
上
報
告
さ
せ
て
頂
き
き
ま
す
。

テ
ー
マ
「
君
に
も
で
き
る
”
お
た

込
み
は
前
月

日
ま
で
。

＊
教
区
社
友
・
手
配
り
責
任
者
例
会

19

す
け

」
講
師

中
山
祥
吉
先
生

２
月

日
（
日
）

”

21

東
京
会
場

於
東
京
教
務
支
庁

＊
心
晴
れ
晴
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
「
天

〇
教
区
女
子
青
年
大
会

２
月

日(

日)

時
半
開
講
予
定

２
月

日

青
年
会
と
合
同

理
時
報
」
を
読
ん
で
～
紹
介

◎
教
区
製
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

11

13

23

手
配
り

受
講
御
供

円

対
象

歳
以
上

＊

部

円
に
て
頒
布
受
付
中
。

、

。

500

15

100

150

２
月

日
（

日
号

、
３
月
３

東
京
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

東
京
教
区
青
年
会
総
会

◎
布
教
の
家
入
寮
者
募

）

18

21

立
教

年
１
／

～
２
／

受

２
月

日
（
金
・
祝
）
９
時

於

日
（
５
日
号
）

日
（

日
号
）

＊
キ
ャ
ッ
プ

ワ
ク
チ
ン

de

187

25

25

23

10

12

＊
資
源
物
資
集
団
回
収

引
き
続
き
収
集
し
ま
す
。
ご
協

付
、
新
潟
寮
は
募
集
無
し

教
務
支
庁

記
念
講
演

石
倉
勉
先

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
（
青
年
会
本
部
副
委
員
長
・
島

☆
回
収
物

古
紙
・
古
布
（
キ
ル
テ
ィ

◎
に
を
い
が
け
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

２
／

(

祝)

申
込

根
教
区
青
年
会
委
員
長
）

ン
グ
不
可

・
ア
ル
ミ
缶

災
害
た
す
け
あ
い
募
金

テ
ィ
ン
グ

）

12

☆
毎
月
１
回

第
４
日
曜
日
８
時
半
頃

３
月
７
日
支
部
例
会
日
に
お
持

２
／

～
３
／

募
集

名

13

10

50

ち
下
さ
い
。

＊
鼓
笛
バ
ト
ン
コ
ン
ク
ー
ル

☆
回
収
場
所

本
狛
江
分
教
会

◎
雅
楽
初
心
者
講
習
会

毎
月

、

、

日

～

時

３
月
３
日

於
ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル

☆
支
部
例
会
日
で
も
受
付
け
ま
す
。

啓
発
委
員
会

19

20

21

19

21

。

一
れ
つ
き
ょ
う
だ
い
推
進
研
修

受
講
費

毎
月
千
円

＊
「
さ
ん
さ
い
」
が
季
刊
化
（
今

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

会

２
月

日

事
前
学
習(

教
区)

年
に
限
り
、
夏
号
７
／
１
発
行
よ

、

28

日
、
東
京
食
肉
市
場
見
学

参

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

家
庭
の
治
ま

り
）

頒
価

「
リ
ト
ル
マ

３
月
７
日
（
日
）
午
前

時
半

29

120

220

10

加
費
２
千
円
。

り
の
思
案

３
／

～

時

ガ
ジ
ン
」

京
王
都
分
教
会

重
岡
肇
二
会
長

25

13

16

110

150

＊
啓
発
委
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど

於
陽
気
ホ
ー
ル

＊
重
点
項
目
「
地
域
で
少
年
会
ひ

調
布
市
多
摩
川
４
～

～
２

18

う
か
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

〇
不
登
校
～
子
ど
も
の
事
情
を
通

の
き
し
ん
を
実
施
し
よ
う
」

０
４
２
～
４
８
２
～
９
４
４
２

Tel

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

し
て
～

２
／

～

於
東
左
４

当
支
部
で
は
９
／

（
日
）
多

26

27

1

棟
３
階

摩
川
河
川
敷
清
掃
ひ
の
き
し
ん
を

＊
定
期
演
奏
会

第

回
東
京
公
演

社
会
事
情
担
当

43

「
カ
ル
ト
マ
ル
チ
に

リ
ー
フ

○
教
区
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

予
定
し
て
い
ま
す
。

３
月
３
日(

日)

時

於
浅
草
公
会
堂

No

14
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